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論文内容要旨

緒言

 心疾患の心音,心雑音は疾患により特徴がある。しかしオッシログラム心音図法のみでその

 特徴を充分に表現し分析することは無理な点が多く心音図解釈の上に多くの不明な点を残して

 いる。著者はVIBRALY聡Rを臨床的に用いて先天性心疾患患渚の心音,心雑音の周波数ス

 ペクトルを画かせ,周波数,時間,及び強さの面から分析し血行動態との隣保から心音心雑音
 の伝達性,発生磯魚,重症度の判定,鑑別診断上の有用性友どについて検討を加えた。

§
護

 研究方法及び症例

 左第五肋間胸爵縁で収縮期雑音を主所見とする先天性心疾、憲即ち心房中隔火掻症(A.s.D』)
 25例,心室中隔欠損症(.琉S.D.)"綱,葡動豚弁口狭窄症(軌8.)6例・フアロー氏照
 徹症(で.玖)8例計48例につ恥て行レ、中46例に膚心カテーテル法を,24例に手術を施行し

 診断を確めた。患害は防音絶縁した部屋で仰臥せしめ軽度呼気時で呼吸を停止させて,心尖部
 (A靴)第4肋間胸骨左縁(エV),第2肋間胸骨左縁(乳0.),瞬右縁(へOJで記録した。

 記録装置はKAY縫製VエBRALYZ猛鳥横河電気製及び福田エレクトロ製オッシβグラフを摺
 矯心音計部分はすべて試作使帰した。特にピックアップは層波数結性を吟味した。右心カテー
 テル法のガス分析はVa且Sly虻e民法によb,旗流量は搬。猛の原理に基づ恥て算出した。

 結果及び考按

 1)玉音;工音はスペクトル心音図上ろ～4個の分裂音として記録され,最高周波数は第2,

 第5,の部分にあった。時間的関係については心電園Qよわ1音開始(lo)}終末(工f),最
 高周波数(1m)及び石室圧曲線の等容性収縮開始(RV.AVG)に達する時間を測定し,更、

 τ肌一工。
 に(藷購欝蘭∬)・(lf幅1・)を算幽した・周波鎌ついては(エ。)・(lf)・(1撮)及
 び分裂部(Is)で測定した。各々について各記録部での差異と特徴・各疾患別の特徴及び厳行
 動態との関聯性を検討した。その結果,1音伝達は1Vで最も早くA.0.で最も遅れ約α010秒

 1磁一工。
 の差を認めた。1音,(一一一一),もIVで特徴を示した。叉Io}1葛は低周波成分であ頓1

 約250C/S}200q/S,を示し,1皿は90GC/Sで正常心音よわ約5eOG〆S高く,周波

 数の増高が認められ,斉疾患,各記録部でいずれも特徴を認めた。1音で最高周波数を示すも

 のは三尖弁性の音が多く,右室圧,右室圧・右房圧差の増掬によって遅れ右心系難行動態を反映した。
 文選絨分は照騒よく伝遜れた認)収繍儲塒闘酸化に飾ては心電図Q
 より雑音の開始(M⑪),終末(M妻),最高周波数(M無),右室及び腋動肱圧曲線の圧最高値(

 (Q-MxR▽),(Q-MxAP))}及び等容性弛緩の始まる時期((Q一珊1ヤ.C)・(Q-AP.硫①)

 鞭、欝灘濃難鷲撒鷲濃難難轡
 及びMm卿て醜し各々聯.髄,鞠.乱嬬凋被疑躰(M瑞謡澱)を難し
 た。各々にたいして各記録部}各疾患での差異と持歌甑行動態との関聯性について検討を憩

 え雑音発生と伝達について考察した。その結果(MO)(M皿)は各疾患,各記録部で特徴があわ,

 囁帯もA.S.D.(6エ8嚇5%)・T.F.}(6ゑ9-7α9露)・胆勘(7αe-7《6
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 膨%)・P・S・(749～890%)と特徴を認め(M・F)・(MfF)・酪々乗勺(400～60ec/S)・
 臨lll(2・脳・・G/S)・で伽F)はV,S.D.礒郷8・G/S)・Pβ、(細…G/S)・密画(
 難約8・・G/s),A.s.D.伽・G畑と特徴を認め酬に用いうることが判端(智≡}1)

 欝壽講義鎌惹菟懲議㍊蓬卿難欝欝
 聾欺損孔よりの雑音発生が力薄わり雨着の発生度合の比率によって最高周波数部分が前後にずれる

 蒙絆とが考えら偽文(馨袈)及び馨}1舳鋤欝灘正或噸の相関があ
 い・その機から儲搬率と磁働臨縫解剖軸差異の悶畦磯係が求めら耀論
 鯵に1礪類嘲合脈よつて儲撒の長短が決定翻ること力軌実職よく扁蜘た・又'
 離職賦・で腫魏調灘の高騰分が畝岨恥鴨恥では礁鼠繭賑
 給縢慮流量の程度の組合せによって前後にずれることが判%T.F」,肌S.D.,て鴛円錐部室或は久撹孔明、

 鍬が最綱渡繍分噺翫与え漢四・S・で融髄脚みでな渦状灘強く影翫与える
 熱と推察される。周波数増加率は1包流量と密接な関係があった。鑑)五音;スペクトル心音図上2

 ～5個の分裂を示し多くは2個の分裂で得々大動駄弁閉鎖音(乱a)師動豚弁閉鎖音(恥)と考
 齢えられた。時間的変化については心電図Qより五音開始(丑。),且a且9,及び五音分裂(五s)を
 熱演慰幽畷P醗諸分鱗醐¥)灘嚥周波数につい伽・編丑漸
 猷鯉s,で測定し,(亘りE),(猛αF),(丑pF),(澱sF),とした。各々について各記録瓢餐疾患
 獣での差異と特徴,血行動態との関係について検討した。その結果,漁,丑a,は斉記録部で特徴
 難を示し,恥}丑&恥亙p間隔は,駐S.,覧葺.,で約郎e秒lA.S.D.,V.8.D.,では約0.045
ぺすい

 ,/華5秒と疾患の差が強力硫。叉(恥F),(且s亘),は500G/s蔚後の低周波成分で(五aFお(

 臨姻は各誌繍各疾騰徴を示し・特に騨A.S.D.(約6 ノS)で顯ぐ}
 熱V.S.D.}P.S.,T.F.,備25GC/S)の順でT、F.では認められない例勧つた。又飴
 ぎすヨす

 籔櫛醐融働輪鰍し・舶・跳馬で踵傭ど織する・Aβ・D」v邑D・・
 黙・では腫動詠圧・或いは臆面.淀量が大となる場合に延長する〇五p亘はア,S」安.F」では重症程
 離低くなる。A.s.D.,v.s.D.,では肺動肱圧と麟血流量の相互関係によって変化し重症度を
 黙素指標と抽うる.助嗣、暗及びそ碗の儲;勲醗意賠,心房音(・v音)及
 1、ト、

 轟,ぴ潮収縮期儲を請し姻があり・こ妨の轍数を潰腱した・
 翼、

鈴結論
 §ll『以上VエBRALどZERを臨床的に応用し,心音,心雑音の周波数分析を行った結果,心音心雑、
 襲1音の轍数及び磯雄行動鰍の間には相互礪係樋わ・そ紐損掟すること鳳って逆
 齢に血行動態及び病態生理学酌変化を推鍵することが畠来ることが判った。叉心音,心雑音の伝達
 獣噛発饑歳藍鼠つ厩も興嚇る勝見耀脇スペ外ル心音離の蹴酌意識大

 臨   大 が判つ島
r““r
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 審査結果の要旨

 著者は心音麟を心疾患特に弁膜症或は先天性心嫉患の形態的変化及び血行動態の非観壷的分析
 手段として1応用するた紀)には心音,心雑音ク)物理的性質の解朋と血L行動態乃至は形態的変化とア)

 関聯性を知る必要があるが,心音心雑音を時間・,周波数,強麓ク)5要素に分析し検討する為には

 オツツ・グラフのみの方法では限雰があると云う。そこで著者は音響学め分野で整備されている

 VエBRALYZERを臨床的に応用し,先天性心疾患グ)中でも特に左第2肋間での収縮期雑音を王

 所見とする心房中隔欠損(A、S.D.)25例,心室中隔欠損(V.S.D.)可窪例,朧動

 月水チド羅狭窄(P.S.)6例,フアロー氏匹1徴!症.(甲、Falユot)8例,尉48例についてこ二
 の5要素を分離測定し,その心音図上の特徴から心音心雑音の好聴部位を再検討している。又右
 心カテーテルにより褥られた血行動態上の諸数値との関聯性から雑音の発生機点,心音図上から

 の鑑別診断,及び重症慶の判定についても検討し,本装置を臨床的に便用した場合の重要性と意

 義について考察し,診断はカテーテル,手術,その他の検査法を併用し確めているるその結果,

 心音心雑音の好聴部位は聴診上と心音図上とでは若干相異があり,これら先天性毛疾患では1音

 の主成分は房室弁音であるが三尖弁音が高くなることが多く左第4肋間胸骨縁が好聴部位であっ

 た。窪1音大動豚弁音は左第4～2肋間ガ,又臨動腰弁音は旦音の分裂7)ある時にのみ認められ左第
 2肋闘胸骨縁が好聴部位であり,雑音の好聴部位は必ずしも左第2肋融では次かつた。雑音発生

 機、点はA冷.D.,LS_では王として肺並管内よ勢,V.S.D.では欠損孔より#㌘.FαU.〇七

 では肺血管内と欠損孔乃至円錐部室から発すると考えられた。又斉疾患の心音心雑音の周波数,時聡
 的変化,及び各記録部位での音の性質には特徴が認められた。これは音の伝達方向及び性質が解

 剖学的変化及び血行動態の変化を受けて変るためと考え疾患7)特徴を示すものと解し,これを利.

 用すると鑑別診断が行いうる。又この心音図上の諸教鯵と血行動態上の請数値とは密接な関係が

 あり,季寺に収牽密其脳雑音と五二音の変イ色によく衰耄見された。豪鑑音ク)持続率は魔行動重誤とぐ藪y直系泉甦勺攻

 相関が求められ,これから逆に各疾患の雑音持続の長さが数学的シd6種の組合せとして求めら

 れた。又こめ関係から心音図上より血行動態の変化を推察しうる可能性が示された。雑音の持続
 率,最高周波数部分の位置,最高周波数及びX音の分裂間隔,大動駄弁音及び肺動肱発音の周波

 数凌どは誼行動態をよく反映し,これらの諸教魑を本法による心音図から測定することによって

 更に各疾患、の重症度もよく判定叢濁しうるという結果が得られたと紫う。又心音,心雑音を同時

 に時間,周波数,強さに分離して記録することはv王BRALYZERを調いるごとによって始めて

 行いうることであり,この方法を用いて先天性心疾患患者の心音心雑音を分析したところ心音図

 上の諸教櫨を測定することによって,蹴行動態の変化,病態生理学的な変化を心音図の上から推
 定しうることが判り・本法を臨1禾検査の一手段として驚いた場合の意義と有用性は高ぐ評価出来

 ると濡1論.している。本論交は先天性心疾患診断に新方面を拓いた.ものとして貴重な論文と思惟さ
 れる。

 よって本論交は学位を授与するに値するものと認める。
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